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平成25年度　主要事業と予算額

○健康福祉
地域福祉の充実
・地域福祉センター管理運営委託事業 1億2,750万円
児童福祉の充実
・放課後児童健全育成事業 4,368万円
・一般事務費（うち子ども・子育て審議会費用）23万円
・児童手当支給事業 13億7,556万円
高齢者福祉の充実
・地域包括支援センター運営事業 1,357万円
・介護基盤等整備促進事業（地域密着型サービス施設

等整備補助） 1億5,986万円
障害者福祉の充実
・介護給付事業 8億7,813万円
・訓練等給付事業 3億72万円
・自立支援医療給付事業（うち育成医療給付事業）  

 411万円
・地域生活支援事業（うち要約筆記者派遣事業） 15万円
・軽度・中等度難聴児補聴器購入費助成事業 58万円
ひとり親家庭福祉の充実
・児童扶養手当支給事業 3億4,600万円
低所得者福祉の推進
・生活保護扶助費 15億6,248万円
成人保健事業の充実
・高齢者肺炎球菌予防接種助成事業 888万円
母子保健事業の充実
・子ども医療費助成事業 2億2,009万円
・予防接種事業 1億3,507万円
・母子保健事業 7,130万円
・養育医療事業 496万円
医療体制の充実
・病院事業負担金（長生病院） 5億8,352万円

○生活環境
生活道路の整備
・道路改良事業 2,800万円
上水道の整備
・水道施設衛生管理事業 6万円
排水の適正処理
・排水整備事業 1,810万円
住宅環境の整備促進
・建築指導事務費（うち木造住宅耐震改修費補助金）  

 400万円
・市営住宅管理費（うち市営住宅長寿命化計画策定委

託料） 564万円
持続可能な循環型社会形成の推進
・住宅用太陽光発電設備設置奨励事業 217万円
防災体制の充実
・東日本大震災復興基金費 800万円
防犯体制の充実
・防犯灯整備事業 3,196万円
・防犯対策事業（うち自主防犯団体の活動支援、行政

の防犯活動強化） 42万円
交通安全対策の推進
・自転車駐車場管理運営費 3,852万円

○都市基盤
良好な景観形成の推進
・景観推進事務費 71万円
秩序ある市街地整備の推進
・茂原駅前通り地区土地区画整理事業 2億4,942万円
道路網の整備
・（仮称）茂原・長柄スマートIC設置事業（うち各種調

査委託料等） 4,100万円
・街路事業 3,596万円
バス輸送の整備
・地域公共交通運行事業 1,735万円

※下線は新規事業。１万円単位で端数処理しています。
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光
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Ｒ
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催
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１
月
18
日
に
第
４
回
地
区
協
議

会
を
開
催
し
、
専
門
的
な
視
点
か

ら
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

計
画
の
妥
当
性
な
ど
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
今
後
連
結
許
可
の

申
請
を
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へ
提
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す
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と
と
も

に
、
路
線
測
量
委
託
等
を
行
い
ま

す
。

◆
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イ
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圏
央
道
の
開
通
に
合
わ
せ
て
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
区
間
に
つ
い
て
は
、

長
南
区
間
の
用
地
買
収
は
完
了
し

て
い
ま
す
が
、
茂
原
区
間
は
昨
年

10
月
に
台
田
地
区
、
11
月
に
野
牛

地
区
の
説
明
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催

さ
れ
、
平
成
25
年
度
か
ら
詳
細
設

計
作
成
の
た
め
の
用
地
測
量
に
入

る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　

本
道
路
は
圏
央
道
に
ア
ク
セ
ス

す
る
重
要
な
道
路
で
あ
り
、
本
市

と
し
て
も
事
業
促
進
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地

元
調
整
に
努
め
ま
す
。

◆
県
道
茂
原
環
状
線

　

主
要
地
方
道
千
葉
茂
原
線
か
ら

国
道
１
２
８
号
腰
当
交
差
点
間
が

整
備
中
で
あ
り
、
未
買
収
地
の
用

地
取
得
と
あ
わ
せ
、
順
次
、
道
路

改
良
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

◆
都
市
計
画
道
路
の
整
備

　

高
師
町
下
井
戸
線
に
つ
い
て
、

地
権
者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
銚
子

信
用
金
庫
か
ら
国
道
１
２
８
号
間

の
事
業
用
地
の
確
保
が
で
き
ま
し

た
の
で
、
早
期
完
成
に
向
け
て
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
林
浜
町
線
お
よ
び
桑

原
梅
田
線
に
つ
い
て
も
、
本
市
の

道
路
交
通
網
の
充
実
を
図
る
上
で

重
要
な
路
線
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
用
地
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

◆
生
活
交
通
手
段
の
確
保

　

平
成
13
年
度
か
ら
実
施
し
て
き

た
市
民
バ
ス
事
業
を
大
き
く
見
直

し
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
情

勢
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応

し
た
新
た
な
交
通
体
系
を
構
築
す

る
た
め
、
茂
原
市
地
域
公
共
交
通

会
議
に
お
い
て
協
議
・
検
討
を
進

め
て
お
り
、「
地
域
公
共
交
通
計

画
」
を
本
年
３
月
末
ま
で
に
策
定

す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
こ
の
計
画
に

基
づ
く
実
証
運
行
を
、
10
月
を
目

途
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

◆
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

　

茂
原
市
土
地
開
発
公
社
の
旧
所

有
地
の
西
部
地
区
（
石
神
・
八
幡

原
）
の
有
効
活
用
方
法
と
し
て
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
資
す
る
と
と

も
に
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の

確
保
と
も
な
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事

業
に
つ
い
て
、
導
入
の
可
能
性
を

含
め
た
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
国
の
固
定
価
格
買
い
取

り
制
度
等
、
社
会
経
済
情
勢
の
動

向
を
見
極
め
な
が
ら
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
る
事
業
者
提
案
募

集
や
農
地
転
用
な
ど
、
必
要
と
な

る
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

◆
食
の
「
安
全
・
安
心
」
の
確
保

　

国
お
よ
び
県
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
主
要
な
農
作
物
の
放
射
性
物

質
検
査
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
基
準
値
を
超
え
る

放
射
性
物
質
は
検
出
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
市
民
の
皆
様
に
安
心

産業振興
地域の活力を生か
し、次代の産業を創
造するまち


